令和8（2026）年度 保育士修学資金貸付推薦者名簿

作成者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先TEL：　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
養成施設名　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　課程名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	順位
	氏   名
	推薦状
	申請書類
	連帯保証人

	
	
	卒業後、保育士として従事する意思の確認
	返還の事由について、
理解している
	他の奨学金と合わせ借りすぎになっていないか
	高等教育新制度を受けている
	同意書はそれぞれ自署している
	必要書類は整っている
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	65歳未満である
	　課税されている
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	推薦者　合計（　　　　）人


申請者ごとに、確認事項が済み、提出書類が調っている場合は、チェック☑ をしてください。記入方法は裏面。
※1申請書、同意書、推薦状、作文、申請者の住民票、連帯保証人の課税証明書、学業成績証明書など
ご提出は、推薦者名簿をトップに
①申請書　②同意書　③推薦状　③作文　④申請者の住民票　⑤連帯保証人の課税証明書　⑥学業成績証明書など
名簿の順番に添付し、大阪福祉人材支援センターに提出してください。
順位
推薦の上位の者からご記入ください。
推薦順位につきましては、各養成施設のご判断にて、成績や出席状況、授業への取り組み姿勢、保育士への就職への情熱、生活状況（貸付の必要度）など総合的な観点からご推薦ください。

なお、本貸付制度の予算の範囲を超えた場合、全体調整を図り、順位の低い方はご希望に添えない場合がありますので、あらかじめご注意ください。

業務従事意思
　卒業後、大阪府内で継続して5年以上、保育所等で児童の保護等の業務に従事する意思があることを確認してください。

　返還免除になるまで、保育士としてご従事いただかなければ貸付金を返還しなければならないことご理解されているか確認してください。

他の奨学金と合わせ借りすぎになっていないか
　「修学に係る費用」を超過していないかを確認して、超えている場合は、いずれかを減額するように指導してください。

高等教育の修学支援新制度
利用している（予定も含む）確認をしてください。
同意書
　それぞれ自署されているかを確認してください。
借用証書提出時に自署されていないことがわかるケースが多くみられます。
連帯保証人
　連帯保証人は、65歳未満で課税されているかを確認してください。
推薦状
　申請者ごとに、推薦状を作成してください。また、所見の各項目についてもご記入ください。
　修学資金貸付が決定すると、他の奨学金と合わせ、借りすぎとなる場合の修学生の対応については、他の奨学金を減額もしくは、修学資金を減額申請するよう指導してください。
以下、該当者のみ
一人暮らしの場合
学生の居住地の住民票になっているか確認してください。
父母の世帯全員が記載されている住民票が必要です。
父母が別世帯の場合は、父母それぞれの世帯全員の住民票が必要です。
中高年離職者
　入学時に、45歳以上の者であって離職して2年以内の者。従事中の方は対象外です。
離職年月日を証明できる書類の写しの提出が必要です。
生活費加算
　世帯全員（18歳以上）の非課税証明書の提出が必要です。

